
 

 

 

 

                              

シンポジウム「安心して暮らせる地域づくりと生協」 

１、コープみえ伊賀地域 組合員の活動 

２、みえ医療福祉生協 高茶屋診療所の取り組みから 

 

【講義の主なポイント】 

１、コープみえ伊賀地域 組合員の活動 

・伊賀地域の世帯数は 66,078世帯であり、コープみえには 20,801世帯が加入

している。この地域は、2025 年に高齢化率が 35％を超える予想となってお

り、孤立や孤独死などが懸念されている。 

・組合員が生協の活動に参加する形の一つに、組合員の関心に基づく活動への

参加がある。組合員が自らの問題意識に基づいて自主的に仲間を集めて活動

することや、環境保全や子育てなど社会的なテーマへの活動の参加もある。 

・組合員の活動は、組合員の自主的なものであることが前提であるが、くらし

をよくしていくためには、生協内だけでなく、地域の方々や他団体と一緒に

すすめていくことが大事である。 

・組合員組織「伊賀エリア会」は、組合員が中心になって活動を検討し、地域

での居場所となるようコープカフェ「茶楽」を開催している。また、地域か

らの要請に応えて消費者被害の防止をテーマにペープサート（人形劇）をお

こなっている。「ペープサート」の動画を見ていただきたい。 

２、みえ医療福祉生協 高茶屋診療所の取り組みから 

・事業・活動の特徴に、ヘルスプロモーションと、組合員参加による民主的運

営、地域住民を健康づくりの主体に、無差別・平等の医療の実践がある。組

合員が自分たちの願いや想いを実現するために主体となって活動している。 

・医療や介護の場は事業所ではなく暮らしそのものである。事業と活動は市民

参加のまちづくりである。  

・高茶屋診療所を紹介する。1975 年に開所、2016 年にリニューアルした。リ

ニューアルに必要な出資金 4000万円は組合員が集めた。 

・診療所には組合員の声からコミュニティホールを併設した。ここでは診療所

を中心とした地域のコミュニティづくりがすすめられている。そこには、病

気になって受診するのではない診療所の姿がある。 

・高茶屋診療所の医師と事務長、組合員の声を動画で見ていただきたい。 
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第 13回（1月 16日）：受講名（受講生 29名・聴講＆スタッフ 26名） 

特殊 

講義 
  



第１３回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 
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